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基本方向 01 安心・安全でいきいきした暮らしづくり ｜ 基本政策 01 保険・医療の充実 

保健の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民ができること   事業者ができること 

 ●がん検診や特定健康診査など各種

検（健）診を積極的に受けます 

●バランスの良い食事、十分な休養、 

適度な運動などを習慣付ける。 

  ●従業員の心身の健康に配慮した 

職場環境づくりを進める。 

●行政と連携し、健診の受診促進や健康

づくりイベント等を通じて、地域全体

の健康増進に貢献する。 

01-1 健康づくりの推進……………………………………………………【健康推進課】 

  

●妊娠期から乳幼児期における健康的な生活習慣の形成・定着に向け、「早寝早起き朝ごはん」の
普及啓発を推進します。 

●基本的な生活習慣の確立に向け、健康を自己管理できる環境づくりを推進します。 

●健康教育を実施することで、市民の健康リテラシーの向上に取組みます。 

●高齢者の健康状態の維持・改善を通じて、フレイル予防の推進を図ります。 

●歯科疾患予防のため、フッ化物洗口実施校数拡大に対応できる体制構築や歯科健診が受けやす
い環境整備に取り組みます。 

●感染症やワクチンに関する知識の普及啓発、各種広報による予防接種率の向上、新たな感染症
への対応を迅速に行います。 

関連事業 ●健康アプリ「らづ Fit」及び体組成計「らづ Body」の活用促進 

 

アウトカム指標（成果） 現状値(R7)  目標値（R12) 

肥満者の割合（若年期健康診査 BMI25 以上） 21.8% ▶ 17.5% 

アウトプット指標（活動） 現状値(R7)  目標値（R12) 

若年期健康診査事後保健指導率 94.9% ▶ 96.4% 

 

施策 
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市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組み、 
生涯を通じて健康でいきいきと暮らしているまち 

めざす姿 

オーガニックなまちづくりに向けた取組 

市民の声 

「らづ Fit」で歩く習
慣ができました。これ
からも楽しい企画を期
待します。 

「らづ Body」を使っ
て筋肉量の低下に気づ
き、良い結果を出した
いという思いから生活
改善を心がけるように
なりました。 

健診、保健指導を受け
て、生活習慣に対して
関心が高まった気がし
ます。 

主な取組（施策） 

 

●令和７年度の高齢化率は 27.7％と県平均（27.6％）を上回る状況です。また、本市の
令和６年度における平均自立期間（健康寿命）は全国平均を下回っています。これら
の状況から、健康の維持増進を図るとともに、医療費の抑制を進めていくことが重要
な課題です。 

●本市の死因の半数以上はがん、心疾患、脳血管疾患などの「生活習慣病」が占めてい
ます。 

●肥満は生活習慣病の発症に密接に関連しており、若年世代から増加しているため、ラ
イフステージごとの特性・課題を把握し、各段階に応じた生活習慣の形成・改善に取
り組む必要があります。 

●がん検診の受診率は県内でも非常に低い状況にあります。このため、がんの早期発
見・早期治療につなげるため、受診率の向上に向けた取組が必要です。 

●健康アプリ「らづ Fit」の登録者数は 12,339 人、体組成計「らづ Body」の年間利用件
数は 11,340 件と、ともに増加傾向にありますが、市民の主体的な健康管理の定着に向
けて、更なる推進が必要です。 

●市民の感染症予防のため、日頃からの健康増進、感染症やワクチンに関する知識の普
及啓発、各種ワクチン接種率の向上や新たな感染症発生時に迅速に対応できる体制の
構築が必要です。 

健康寿命 

(平均自立期間) 

 

男性 78.8 歳 

女性 83.5 歳 

（令和６年度） 

 

全国平均（男性
79.7 歳、女性 84

歳）を下回る 
 

 

出典：国保データベ

ースシステム 

 

 

 

現状と課題 

01-2 生活習慣病の発症・重症化………………………………【保険年金課・健康推進課】 

  

●がんの早期発見・治療のため、がんに関する知識の普及啓発やがん検診受診率向上に取り組み
ます。 

●各種健(検)診のインターネット予約や休日の開催等の体制を整え、市民の利便性向上に取り組み
ます。 

●保健指導は、面接、電話等以外にも家庭訪問やＩＣＴを活用した遠隔面接等で柔軟に対応して
取り組みます。 

●各種検（健）診及び医療データを分析し、本市の健康課題を明確化し、その結果を踏まえ、デ
ータヘルス計画を推進します。 

●市民一人ひとりの健診・医療・介護のデータを組み合わせて分析し、個人の状況に合った健康
指導を行います。 

●地域の医師会、専門医、歯科医師会、薬剤師会等と連携して市民の健康課題に取り組みます。 

関連事業 ●がん検診事業の実施 ●若年期健康診査事業の実施  
●特定健康診査、後期高齢者健康診査、短期人間ドックの実施 ●保健・栄養・歯科指導の実施 

 

アウトカム指標（成果） 現状値(R7)  目標値（R12) 

メタボリックシンドローム該当者の割合 22.6% ▶ 21.8% 

アウトプット指標（活動） 現状値(R7)  目標値（R12) 

特定保健指導実施率 31.6% ▶ 40% 

 

施策ページのイメージ① 

記載内容はイメージ（骨子案にて提示） 

関連する個別計画 

健康きさらづ 21 ／木更津市食育推進計画／木更津市国民健康保険保健事業計画（データヘルス計画）／木更津市

自殺対策計画／木更津市新型インフルエンザ等対策行動計画／木更津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画／

木更津市ＤＸ推進計画 

資料３ 
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施策ページのイメージ②：文章量を減らしイラストなどを増やした案  記載内容はイメージ（骨子案にて提示） 


